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◆
一
般
投
稿
作
品
◆     　
　

広
報
委
員
会　

選

談
笑
を
お
ぼ
ろ
に
聞
き
つ
午
睡
か
な　
　

明
石　

満
子

梅
雨
晴
れ
の
陽
光
浴
び
て
喫
茶
店　
　
　

岡
村　

和
躬

 

つ
い
り

入
梅
と
や
墨
絵
ぼ
か
し
の
峡
の
朝　
　
　

岡
本　

朴
舟

連
休
に
店
で
求
め
し　

ダ
リ
ヤ
咲
き　
　

小
野
寺
朱
実

六
月
の
風
の
中
な
る
大
夕
陽　
　
　
　
　

小
原　

子
川

目
の
前
を
急
降
下
し
て
燕
か
な　
　
　
　

北
村
千
鶴
子

良
心
市
芍
薬
豪
華
桶
に
一
品　
　
　
　

高
野　

和
一

夏
草
や
塀
を
残
せ
る
家
敷
跡　
　
　
　
　

千
頭　

野
草

梅
雨
晴
の
七
色
弾
む
花
菖
蒲　
　
　
　
　

西
尾　

玉
喜

ほ
と
と
ぎ
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

           

は
く
ぼ

時
鳥
望
郷
し
ば
し
夕
薄
暮　
　
　
　
　
　

原　
　

美
幸

つ
つ
じ
燃
ゆ
山
寺
九
尺
の
火
掻
き
棒　

福
留
と
も
の
り

母
子
草
理
屈
無
き
も
の
里
心　
　
　
　
　

森
本　

幸
美

レ
ー
ス
編
む
老
の
大
作
仕
上
が
ら
ず　
　

山
﨑　

寿
美

こ
こ
ろ
ざ
し
天
ま
で
届
け
立
葵　
　
　
　

山
崎　

貴
子

　　

◆
か
が
み
野
俳
句
会
◆

母
が
母
呼
ぶ
声
愛
し
麦
こ
が
し　
　
　
　

佐
竹　

洋
子

山
廃
れ
枝
垂
れ
降
り
た
り
藤
の
花　
　
　

鍵
山　

和
枝

子
燕
の
大
口
あ
け
て
こ
ぼ
れ
そ
う　
　
　

佐
藤　
　

幸

万
願
に
若
葉
を
ゆ
ら
す
千
の
風　
　
　
　

利
根　

弘
子

　
　
　
　
　

  

よ
ひ
ら

雨
の
庭
四
葩
の
藍
を
深
め
つ
つ　
　
　
　

古
川　

信
子

登
る
ほ
ど
近
づ
く
匂
ひ
花
み
か
ん　
　
　

小
松　

愛
子

句
を
作
り
手
習
ひ
続
け
み
ど
り
の
日　
　

西
内　

保
衛

あ
ぢ
さ
ゐ
や
雨
の
小
止
み
に
毬
太
る　

中
澤　

美
晴

初
取
り
の
豆
飯
旨
く
二
膳
飯　
　
　
　

森
本　

倢
代

退
院
に
素
足
の
知
る
や
畳
の
目　
　
　

山
﨑　

鈴
子

朝
々
の
笑
顔
の
力
時
計
草　
　
　
　
　

吉
田　
　

芳

　　

◆
韮　
　

句　
　

会
◆

遠
き
日
の
母
の
匂
ひ
や
草
い
き
れ　
　

公
文　

春
紀

園
児
ら
の
は
や
引
き
返
す
梅
雨
晴
間　

岡
本
か
ほ
る

梅
酒
漬
け
女
系
家
族
の
恙
な
し　
　
　

北
村　

幸
子

竹
皮
を
脱
ぎ
捨
て
て
あ
り
寺
の
み
ち　

西
川　

常
夫

父
の
日
の
デ
パ
ー
ト
父
の
似
顔
絵
展　

甲
藤　

卓
雄

鐘
撞
い
て
男
下
り
く
る
青
嵐　
　
　
　

野
崎　

典
子

梅
雨
の
蝶
羽
重
た
げ
に
ひ
ば
り
の
忌　

北
村　

里
子

坪
庭
の
端
に
畝
立
て
茄
子
を
植
う　
　

明
石　

英
子

木
の
枝
に
総
身
を
渡
し
蛇
構
ふ　
　

竹
内　

ろ
草

　　

◆
か

ほ

く

俳

句

会

◆

箸
置
は
白
き
川
石
夏
料
理　
　
　
　

乾　

真
紀
子

　

   

ら
っ
き
ょ
う

梅
辣
韭
漬
け
て
山
家
の
慣
ひ
終
ふ　

奥
宮
さ
と
み

く
ち
な
わ
の
潜
む
気
配
や
道
細
る　

久
保　

貴
女

袋
掛
風
出
る
午
前
十
一
時　
　
　
　

久
保
内
鏡
子

紫
陽
花
や
家
族
が
囲
む
丸
い
卓　
　

黒
岩　

幸
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

だ
る

松
蝉
や
朝
か
ら
懈
き
日
の
午
報　
　

黒
岩
千
英
子

麦
秋
や
旅
の
終
り
の
野
を
走
る　
　

杉
山　

春
萌

時
鳥
行
軍
の
夜
に
聞
き
し
声　
　
　

小
松　

隆
之

新
緑
の
命
は
ぐ
く
む
水
の
音　
　
　

小
松　
　

完

前
山
に
来
て
水
恋
鳥
雨
を
乞
ふ　
　

小
松　
　

昇

ゆ
っ
く
り
と
首
の
運
動
梅
雨
晴
間　

西
本　

昶
猪

断
ち
切
れ
ぬ
昭
和
の
日
数
豆
の
飯　

前
田　

欣
一

夕
さ
れ
の
空
桃
色
に
梅
雨
晴
間　
　

前
田　

秀
女

田
を
植
ゑ
て
月
ふ
か
ぶ
か
と
上
り
く
る　

間
崎　

和
代

万
緑
の
中
遠
き
世
の
塩
の
道　
　
　

森
本　

之
子

蝮
酒
匂
ひ
に
負
け
て
し
ま
ひ
け
り　

山
崎
か
ず
み

短
夜
や
指
の
戸
惑
ふ
電
子
辞
書　
　

山
中　

晶
子

田
蛙
の
一
斉
に
止
む
不
思
議
な
夜　

山
中　

瑞
輝

街
路
樹
に
並
ぶ
勢
ひ
の
柿
若
葉　
　

山
中　

明
石

　　

◆
土
佐
山
田
町
俳
句
会
◆

紫
陽
花
の
衆
道
の
彩
見
せ
に
け
り　
　

橋
本　

昭
和

遠
雷
の
ご
ろ
ご
ろ
ま
ろ
び
喪
に
服
す　

前
田　

小
夜

逃
げ
水
を
横
切
っ
て
ゆ
く
黒
い
猫　
　

前
田
美
智
子

着
陸
機
の
車
輪
確
か
め
は
ざ
ま
つ
く　

明
石　

韮
生

  

ね　

む

合
歓
咲
い
て
い
る　

繁
藤
忌
の
晩
鐘　

樫
谷　

雅
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

                                           

と
こ
ろ
て
ん

辛
子
酢
に
ち
っ
ぴ
り
む
せ
て
心
太　
　

大
石　

邦
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

む
く
げ

渡
船
場
の
再
会
木
槿
が
咲
き
ま
し
た　

安
丸　

槙
子

沢
蟹
の
住
い
が
懸
け
樋
生
れ
里　
　

馬
場　

英
男

ぬ
ら
り
鯉
動
き
て
梅
雨
の
池
濁
る　

田
村　

一
翠

　

俳
句
・
短
歌
の
投
稿
方
法

▼
投
稿
方
法
は
自
由
。
（
た
だ
し
、
ハ
ガ
キ
で
投
稿

の
場
合
、
一
人
一
枚
の
ハ
ガ
キ
で
５
句
（
首
）
以
内
）

▼
か
い
書
で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
必
ず
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
誌
面
の
都
合
に
よ
り
掲
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

【
投
稿
先
】

企
画
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

　

〒
７
８
２

－

８
５
０
１　

　

香
美
市
土
佐
山
田
町
宝
町
１

－

２

－

１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
53

－

５
９
５
８
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１
９
７
０
年
に
大
阪
で
開
か

れ
た
万
国
博
覧
会
を
機
に
ス
タ

ー
ト
し
た
世
界
児
童
画
展
は
、

今
年
で
38
回
目
を
迎
え
ま
す
。

高
知
展
と
し
て
当
館
で
の
開
催

は
13
回
目
を
迎
え
ま
す

が
、
今
年
は
四
国
四
県

の
入
選
作
品
に
、
全
国

の
優
秀
作
品
、
海
外
の

優
秀
作
品
を
加
え
て
展

示
し
ま
す
。

　

こ
の
展
覧
会
は
子
ど

も
た
ち
の
、
感
性
と
理

性
の
調
和
の
取
れ
た
成

長
を
願
い
、
子
ど
も
た

ち
が
自
ら
つ
く
り
だ
す

造
形
文
化
の
支
援
と
、

国
境
を
超
え
て
世
界
の

人
々
を
つ
な
ぐ
国
際
相

互
理
解
を
目
的
と
し
て

開
催
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
高
知
の
子
ど
も
た

ち
だ
け
で
な
く
、
香
川
・
愛

媛
・
徳
島
の
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど

も
の
生
み
出
し
た
、
自
由
で
生

き
生
き
と
し
た
作
品
が
た
く
さ

ん
並
び
ま
す
。
展
示
室
に
は
、

国
内
応
募
総
数
14
万
４
３
７
２

点
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
７
６
０

点
と
、
海
外
25
カ
国
応
募
総
数

５
万
９
０
０
点
の
中
か
ら
選
ば

れ
た
91
点
を
展
示
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
発
達
段
階
に

応
じ
た
伸
び
や
か
な
作
品
や
、

海
外
の
自
然
や
生
活
環
境
の
違

い
が
反
映
さ
れ
た
作
品
等
、
子

ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
大
人
の

方
に
も
十
分
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
展
覧
会
だ
と
思
い
ま
す
。

　

写
真
の
作
品
は
、
読
売
新
聞

社
賞
を
受
賞
し
た
小
松
祐
生
さ

ん
（
当
時
小
学
３
年
生
）
の
、

「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
最
終

便
！
」
で
す
。
夕
焼
け
空
に
向

か
っ
て
飛
び
立
と
う
と
す
る  

ジ
ェ
ッ
ト
機
を
、
大
き
く
力
強

く
、
美
し
い
色
彩
で
表
し
て
い

ま
す
。
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
窓
に

は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
や
乗
客

の
顔
が
、
飛
行
場
の
建
物

の
屋
上
や
窓
に
は
、
見
送

る
人
た
ち
が
丁
寧
に
描
か

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
空

の
だ
い
だ
い
色
と
地
面
の

緑
色
が
呼
応
し
、
色
彩
の

豊
か
さ
が
際
立
っ
て
い
ま

す
。
夕
焼
け
空
に
浮
か
ぶ

雲
も
、
夕
日
に
染
ま
り
立

体
的
に
描
か
れ
、
ジ
ェ
ッ

ト
機
と
共
に
存
在
感
の
強

い
、
す
ば
ら
し
い
作
品
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
描
く
世
界

を
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
多

く
の
皆
さ
ま
の
ご
来
館
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。　

（
館
長
・
北　

泰
子
）

山
峡
の
夕
べ　

　
　

〜
月
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
〜

　　

９
月
14
日
の
満
月
の
夜
、
韮

生
の
山
峡
に
建
つ
記
念
館
を
訪

れ
ま
せ
ん
か
。

　

当
日
は
特
別
に
夜
間
開
館

し
、
展
示
解
説
を
行
い
ま
す
。

そ
の
後
、
古
江
佐
和
子
氏
に
よ

る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
演
奏
を
お

聴
き
い
た
だ
き
ま
す
。
吉
井
勇

の
作
詞
し
た
「
ゴ
ン
ド
ラ
の

唄
」
を
は
じ
め
、
皆
さ
ま
の
よ

く
耳
に
す
る
曲
を
お
楽
し
み
い

た
だ
け
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
、
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
の
音
色
の
中
、
吉
井

勇
の
過
ご
し
た
静
か
な
猪
野
々

の
夜
を
味
わ
い
、
感
じ
て
く
だ

さ
い
。

【
日
時
】
９
月
14
日
（
日
）

18
時
〜　

館
内
展
示
解
説

19
時
〜　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン

　
　
　
　

サ
ー
ト

【
場
所
】
吉
井
勇
記
念
館

【
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
】

古
江
佐
和
子
氏

（
５
歳
よ
り
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を

は
じ
め
る
。
故
イ
レ
イ
ン
・
リ
ッ

チ
ー
女
史
に
師
事
。
ノ
ー
ス
カ

ロ
ラ
イ
ナ
州
立
芸
術
大
学
音
楽

科
卒
業
。
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
セ
ー

ラ
ム
交
響
楽
団
、
大
阪
シ
ン  

フ
ォ
ニ
カ
ー
に
所
属
。
タ
チ
バ

ナ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
教
室
、
高
知

香
南
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

講
師
。
昨
年
よ
り
記
念
館
に
て

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
香
北
町

猪
野
々
在
住
）

【
参
加
料
】

４
０
０
円
（
入
館
料
含
む
）

【
送
迎
バ
ス
】
定
員
20
人

　

市
役
所
発
：
17
時
20
分

　

記
念
館
発
：
20
時
10
分

※

バ
ス
を
利
用
希
望
の
方
は

９
月
10
日
（
水
）
ま
で
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
立
吉
井
勇
記
念
館

☎
58

－

２
２
２
０

　

「第38回世界児童画展・四国展」
　8月16日（土）～9月15日（月・祝）

香
美
市
立
美
術
館

ア
ー
ト
の
窓

ア
ー
ト
の
窓

吉
井
勇
記
念
館
の
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内
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第３回 香美市芸術祭　作品募集香美市芸術祭　作品募集香美市芸術祭　作品募集
平成２０年度芸術祭の作品を募集します。要項は次のとおりです。

　　　　　　　　　《短歌会》

　　　　　　　《写真審査会》

　　　　　　　　　《文化展》

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

芸能大会

　【物部会場】

　　日　時　１０月１９日（日）　１２時開演

　　場　所　奥物部ふれあいプラザ

　【山田会場】

　　日　時　１１月２３日（日）　１２時開演

　　場　所　市立中央公民館大ホール

社交ダンス発表会

　　日　時　１１月９日（日）　１８時開演

　　場　所　市立中央公民館大ホール

土佐山田町合唱団定期演奏会

　　日　時　１１月１６日（日）　１４時開演

　　場　所　市立中央公民館大ホール

　

日　時

場　所

作　品

出句料

締切日

１０月５日（日）　１３時３０分

市立中央公民館３階視聴覚室

１人５句以内（未発表作品に限る）

文化協会会員 ５００円

会員以外 １,０００円

（※投稿時に納めてください）

９月１２日（金）

日　時

場　所

出品料

テーマ

サイズ

１０月８日（水）

　搬入・受付：９時～１９時

　審査：１９時～

市立中央公民館３階会議室

文化協会会員 ５００円

会員以外 １,０００円

自由（未発表作品に限る）

４つ切りから全倍まで

枠張り（裏面に住所・氏名・

題名を記入)
日　時

場　所

作　品

出句料

締切日

１０月５日（日）　１３時３０分

市立中央公民館３階会議室

１人２首以内（未発表作品に限る）

文化協会会員 ５００円

会員以外 １,０００円

（※投稿時に納めてください） 

９月１２日（金）

期　間

会　場

作　品

申込方法

出品料

締切日

搬入日

１１月１日（土）～２日（日）

市立中央公民館

絵画（５０号以下）

書道（表装または仮表装）

手工芸など

※写真は写真審査会へ出品ください

所定の用紙に必要事項を記入

文化協会会員 ５００円

会員以外 １,０００円

（※申込時に納めてください）

９月１２日（金）

１０月３１日（金） ９時～１７時

【俳句会・短歌会・文化展作品申込先】

　香美市土佐山田町岩積３６５－１

　香美市芸術祭実行委員会事務局（教育委員会生涯学習課内）☎ ５３－１０８２

　教育委員会香北分室　　☎ ５９－２３１２

　教育委員会物部分室　　☎ ５８－３１１８

　※９月１０日（水）～１２日（金）は中央公民館でも受付します。

　《俳句会》

　　　　　　　　　《発表会》

※俳句会および短歌会の出句料には、文化展への出品料も含まれています。


